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したところ、オレンジとOGP及びWBPに相関がみられ、（OGP: p=0.044, WBP: p=0.049）
JCPには有意な相関は認められなかった。
　Immunoblotは、OAS群８例中７例に14-kDaタンパク質、３例に24-kDaタンパク質の反
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